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国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
主
催

の
留
学
生
に
よ
る
課
外
活
動

が
12
月
３
日
に
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
活
動
は
毎
年
実
施
し

て
お
り
、
今
年
は
10
月
に
来

日
し
た
中
国
・
東
北
電
力
大

学
か
ら
の
交
換
留
学
生
５
人

と
学
部
留
学
生
４
人
に
加
え

て
、
石
巻
で
の
留
学
生
活
を

手
助
け
し
な
が
ら
共
に
学
ぶ

「
交
換
留
学
生
ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
日
本
人
学
生
８
人

が
参
加
。
日
本
の
歴
史
や
文

化
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的

に
、
世
界
遺
産
で
あ
る
岩
手

県
平
泉
町
の
中
尊
寺
と
毛
越

寺
を
訪
れ
た
。

　
当
日
は
、
中
尊
寺
で
讃
衡

蔵
や
金
色
堂
、
毛
越
寺
で
宝

物
館
や
浄
土
庭
園
を
見
学
。

金
色
堂
の
豪
華
な
装
飾
や
毛

越
寺
の
「
大
泉
が
池
」
に
映

る
木
々
の
美
し
さ
に
感
嘆
の

声
が
あ
が
っ
た
。
ま
た
、
建

物
の
由
来
や
留
学
生
が
引
い

た
お
み
く
じ
の
意
味
に
つ
い

て
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
説

明
す
る
場
面
も
あ

り
、
異
文
化
理
解

と
親
睦
を
深
め
る

貴
重
な
時
間
と
な

っ
た
よ
う
だ
。

　
参
加
し
た
留
学

生
か
ら
は
「
約
９

０
０
年
前
か
ら
続

く
平
泉
町
の
歴
史

や
文
化
に
触
れ
、

改
め
て
日
本
の
歴

史
に
関
心
を
持
っ

た
」「
文
化
財
周
辺

の
景
観
に
合
わ
せ

て
配
慮
さ
れ
た
看
板
の
色
遣

い
が
興
味
深
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
人
間
学
部
の
目
黒
志
帆
美

准
教
授
が
担
当
す
る
「
異
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

論
」
は
、「
人
の
移
動
」
に
注

目
し
、
移
民
・
難
民
を
め
ぐ

る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
な
が

ら
多
文
化
共
生
の
あ
り
か
た

を
学
ぶ
授
業
だ
。

12
月
７
日
は
石
巻
市
の
協

力
の
も
と
、「
技
能
実
習
生
と

考
え
る
石
巻
」
と
題
し
た
特

別
授
業
を
実
施
。
技
能
実
習

生
と
し
て
市
内
で
水
産
加
工

業
に
従
事
す
る
ダ
オ
・
テ
ィ
・

ウ
エ
ン
さ
ん
（
ベ
ト
ナ
ム
出

身
）
と
ニ
・
マ
デ
・
エ
ル
リ

ナ
・
ク
ス
マ
・
ワ
ル
ダ
ニ
さ

ん
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
）

を
招
き
、
話
を
聞
い
た
。

　
は
じ
め
に
石
巻
市
復
興
企

画
部
地
域
振
興
課
の
岡
田
桂

奈
さ
ん
が
、
石
巻
市
に
お
け

る
外
国
人
の
受
け
入
れ
状
況

に
つ
い
て
、
続
い
て
み
や
ぎ

オ
ー
バ
ー
シ
ー
協
同
組
合
専
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コ
ロ
ナ
禍
で
ア
ル
バ
イ
ト

が
で
き
ず
、
食
費
に
困
っ
て

い
る
在
学
生
へ
の
支
援
を
目

的
に
し
た
「
緊
急
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
　
コ
ロ
ナ
に
負
け

る
な
！
食
料
支
援
」
が
11
月

４
、
８
日
に
本
学
構
内
で
行

わ
れ
た
。
生
活
協
同
組
合
連

合
会
コ
ー
プ
東
北
サ
ン
ネ
ッ

ト
事
業
連
合
コ
ー
プ
フ
ー
ド

バ
ン
ク（
宮
城
県
富
谷
市
）の

協
力
を
受
け
、
カ
ッ
プ
麺
と

ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
を
無

料
で
提
供
し
た
。

　
４
日
は
、
１
人
に
つ
き
カ

ッ
プ
麺
12
個
と
ス
テ
ィ
ッ
ク

コ
ー
ヒ
ー
４
袋
を
約
４
０
０

人
に
配
布
。
学
生
は
好
み
の

商
品
を
選
び
、持
ち
帰
っ
た
。

　
中
津
山
悠
真
さ
ん
（
人
間

２
・
岩
手
県
千
厩
高
）
は
、

「
１
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る

の
で
、
食
費
の
足
し
に
な
り

大
変
助
か
る
。
ま
た
こ
の
よ

う
な
機
会
を
設
け
て
い
た
だ

け
た
ら
あ
り
が
た
い
」
と
話

し
た
。

　
今
後
の
実
施
に
つ
い
て
は

ｉ
ｎ
　
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
で
。

　
経
営
学
部
情
報
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科
の
三
橋
勇
太
助
教

が
主
導
す
る
、
石
巻
市
の
観

光
地
・
観
光
施
設
を
対
象
と

し
た
視
線
計
測
実
験
が
進
行

中
だ
。
被
験
者
と
し
て
本
学

学
生
も
協
力
し
て
い
る
。

　
実
験
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
メ

ガ
ネ
型
の
デ
バ
イ
ス
を
装
着

し
た
学
生
が
、
い
し
の
ま
き

元
気
い
ち
ば
か
ら
日
和
山
公

園
ま
で
の
約
１
㌔
を
歩
き
、

そ
の
間
の
視
線
の
動
き
な
ど

を
計
測
。
ル
ー
ト
上
の
何
を

見
て
、
何
に
興
味
を
示
し
た

の
か
を
解
析
し
可
視
化
す
る

こ
と
で
、
石
巻
市
の
観
光
活

　
経
営
学
部
経
営
学
科
の
庄

子
真
岐
ゼ
ミ
と
丸
岡
泰
ゼ
ミ

が
東
洋
学
園
大
学（
東
京
都
）

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学

部
の
「
都
市

観
光
戦
略
ゼ

ミ
」（
泰
松
範

行
教
授
）
と

連
携
し
、「
ゼ

ミ
交
流
会
ｉ

ｎ
女
川
」
を

開
い
た
。

　
交
流
会
は

学
生
視
点
で

宮
城
県
女
川

町
の
活
性
化

策
を
考
え
る

こ
と
を
目
的

に
企
画
さ
れ
、

11
月
12
日
に

３
ゼ
ミ
合
同
で
実
施
さ
れ

た
。
当
日
は
庄
子
ゼ
ミ
10

人
、
丸
岡
ゼ
ミ
８
人
、
泰
松

ゼ
ミ
６
人
が
参
加
し
、
講

演
、
視
察
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
、
女
川
町
の
現

在
と
未
来
に
つ
い
て
考
え

た
。

　
学
生
た
ち
は
実
際
に
女
川

の
街
を
歩
き
、
震
災
遺
構
と

し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
旧
女

川
交
番
、
き
れ
い
に
整
備
さ

れ
た
街
並
み
や
港
な
ど
を
視

察
。
着
実
に
進
む
復
興
の
様

子
を
体
感
し
た
。

　
同
町
で
震
災
復
興
支
援
や

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ス
ヘ
ノ
キ
ボ
ウ

の
松
平
恭
典
さ
ん
（
令
３
経

営
）
か
ら
具
体
的
な
活
動
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た

後
、
学
生
た
ち
は
「
女
川
町

の
活
動
人
口
を
増
や
す
た
め

に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
だ
。

本
学
学
生
た
ち
が
持
つ
被
災

地
の
「
中
」
か
ら
の
視
点

と
、
泰
松
ゼ
ミ
生
の
「
外
」

か
ら
の
視
点
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
意
見
を
交
換
す
る

こ
と
で
、
新
た
な
考
え
方
を

得
る
好
機
と
な
っ
た
よ
う

だ
。

　
庄
子
ゼ
ミ
３
年
次
の
阿
部

祐
弥
さ
ん
（
宮
城
県
石
巻
好

文
館
高
）
さ
ん
は
、「
女
川
に

対
す
る
見
方
や
捉
え
方
に
つ

い
て
、
都
市
部
に
暮
ら
す
泰

松
ゼ
ミ
生
と
地
元
の
私
た
ち

で
は
異
な
る
部
分
も
多
く
、

今
回
の
交
流
会
を
通
じ
て
視

野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
成
果
を
語
っ
た
。

　
石
巻
専
修
大
学
開
放
セ
ン
タ
ー
と
ポ
プ

ラ
社（
東
京
都
）
が
共
催
す
る「
い
し
の
ま

き
子
ど
も
未
来
ス
ク
ー
ル
」
の
第
２
弾
が

11
月
27
日
に
本
学
で
開
か
れ
、
石
巻
地
域

の
小
学
４
〜
６
年
生
16
人
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
理
工
学
部
の
辻
大
和
准
教
授
が

講
師
を
務
め
、「
石
巻
の
動
物
博
士
に
な
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
授
業
。
辻
准
教
授
は
自

身
の
研
究
・
経
験
を
踏
ま
え
、
金
華
山
に

暮
ら
す
シ
カ
や
サ
ル
に
つ
い
て
説
明
し
た

ほ
か
、
写
真
を
見
せ
な
が
ら
世
界
中
の
変

わ
っ
た
動
植
物
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
そ
の
後
、
教
室
と
実
験
室
に
移
動
し
、

演
習
林
で
撮
影
し
た
動
物
の
画
像
上
映
や

動
物
の
糞
を
分
析
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
実
施
。
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
取
り
組
む
と
と
も
に
、
質
疑
の

時
間
に
は
多
く
の
質
問
を
寄
せ
て
い
た
。

　
当
日
は
、
人
間
学
部
人
間
教
育
学
科
の

学
生
が
司
会
進
行
、
受
け
付
け
な
ど
を
担

い
、
理
工
学
部
生
物
科
学
科
・
辻
研
究
室

の
学
生
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
担
当
し
、

運
営
に
協
力
し
た
。

性
化
に
役
立
て
る
。

　
三
橋
助
教
は
今
年
度
、
石

巻
信
用
金
庫
か
ら
助
成
金
を

得
て
地
域
の
産
業
・
経
済
の

振
興
に
寄
与
す
る
研
究
を
行

う
「
Ｉ
Ｓ
奨
学
研
究
員
」
に

選
ば
れ
て
い
る
。
今
回
の
実

験
は
「
石
巻
市
の
観
光
モ
デ

ル
コ
ー
ス
を
対
象
と
し
た
視

線
計
測
に
よ
る
実
証
的
調

査
」と
題
し
た
研
究
の
一
環
。

　
三
橋
助
教
は
、「
視
線
計
測

を
通
じ
て
、
観
光
地
に
対
す

る
若
者
の
潜
在
的
嗜
好
を
把

握
す
る
挑
戦
的
な
研
究
。
今

回
得
ら
れ
た
結
果
を
観
光
地

側
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
観

光
ル
ー
ト
の
整
備
や
商
業
施

設
に
お
け
る
展
示
物
・
土
産

物
の
効
果
的
な
配
置
の
一
助

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

務
理
事
の
國
分
貴
之
さ
ん

が
、
技
能
実
習
生
の
受
け
入

れ
状
況
や
多
文
化
共
生
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　
そ
の
後
、
ウ
エ
ン
さ
ん
と

エ
ル
リ
ナ
さ
ん
を
交
え
て
座

談
会
形
式
で
、
技
能
実
習
生

と
石
巻
の
未
来
に
つ
い
て
率

直
な
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
授
業
に
は
、
同
科
目
を
履

修
す
る
学
部
生
の
ほ
か
、
宮

城
県
松
島
高
校
の
生
徒
な
ど

も
参
加
し
、
地
域
の
多
文
化

共
生
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
尾

内
梨
穂
さ
ん（
人
間
１
・
鹿
児

島
県
屋
久
島
お
お
ぞ
ら
高
）

は
「
報
道
か
ら
は
分
か
ら
な

い
技
能
実
習
生
の
リ
ア
ル
な

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

多
文
化
共
生
を
実
現
す
る
た

め
に
は
多
文
化
に
触
れ
る
こ

と
が
必
要
と
感
じ
た
。
石
巻

に
は
技
能
実
習
生
や
外
国
人

の
方
と
交
流
で
き
る
場
が
あ

る
の
で
、
今
後
参
加
し
て
み

た
い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

技能実習生を招き
「多文化共生」学ぶ
ウ
エ
ン
さ
ん
（
奥
右
か
ら
２
人
目
）
と
エ
ル
リ
ナ
さ
ん
（
同

３
人
目
）
の
話
を
高
校
生
と
大
学
生
が
熱
心
に
聴
講
し
た

多くの学生が支援物資を受け取った＝11月４日

計測実験を行う学生。

右は装着した機材

経
営
・
庄
子
＆
丸
岡
ゼ
ミ　

東
洋
学
園
大
と
合
同
ゼ
ミ

グループワークの成果を発表する学生たち

ワークショップを行う

辻研究室の学生

辻
准
教
授
の
講
義

い
し
の
ま
き
子
ど
も
未
来
ス
ク
ー
ル

理工・辻准教授 動植物の魅力解説

視
線
計
測
で
若
者
の
観
光
対
象
を
調
査

「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」
特
別
授
業

緊急フードパントリー

在学生に食料支援

女
川
町
の
活
性
化
策
議
論

Ｉ
Ｓ
奨
学
研
究
で

経
営
・
三
橋
助
教

世界遺産・中尊寺金色堂の前で記念撮影

留
学
生
が
課
外
活
動

平
泉
訪
れ
日
本
文
化
学
ぶ




